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街なかに居住している

回答数：７７３件（内訳：男性 ３６０件、女性 ３９８件、性別未回答 １５件）

回答率：３８．６５％

アンケート調査結果

町では、今年度から街なかの活性化を図るための各種取組みの検討を開始しました。
今回、町内在住の２０歳以上の方、２,０００名を無作為に選定してアンケート調査
を実施したので、その結果をお知らせします。

■ 回答者の属性情報

■ 回答結果
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Ｑ１：街なかへの訪問頻度

Ｑ２：街なかの滞在時間

Ｑ３：街なかへの訪問目的

〇幅広い世代から回答あり

・アンケート調査票送付者のうち、６０代以上は
約半数の方から回答がありました。一方、２０
～５０代の回答率は２７～３６％でした。
・回答者の男女比は各年代ともほぼ１対１でした。
・下仁田地区居住者だけでなく、他地区の居住者
からも多くの回答がありました。

〇街なかの訪問目的は買い物や金融機関利用が多く、滞在時間は「１時間以内」が半数以上

・訪問頻度は“月に数回程度”が最も多く、次いで多いのは“週に数回程度”でした。
・訪問目的として“通院”や“飲食”をあげた方もそれぞれ１割程度いました。
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特になし

Ｑ４ 街なかの雰囲気
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下仁田駅

中央通り

上記以外

Ｑ５ 街なかの課題（３つまで回答可）

Ｑ６ 今後重点的に進めるべき取組み（３つまで回答可）

・自由意見として、子供から高齢者までが利用できる「公園・多目的広場」や「休憩・憩いの
場」を求める声が非常に多く寄せられました。
・その他、住民視点では「商業施設（スーパー等）」や「文化・教育施設（図書館等）」、観光視点
では「観光案内施設」や「案内板（サインや標記方法）」に関する意見が多く寄せられました。

今後、地域住民との意見交換等を通じて、アンケート調査結果の深掘
りを行うなど、ニーズを踏まえた活性化策の検討を進めていきます。

Ｑ７ その他、意見等

〇今の雰囲気が良いという声の一方

で手を加えた方が良いという意見も

・どの場所も「どちらともいえない」と回
答した方が最も多くなりました。
・下仁田駅や中央通りについては、「今の
雰囲気が良い」という声が多く出ました
が、（建物の老朽化が進んでいるため）“雰囲
気は残しつつも、手を加えた方が良い”
という意見も一定数寄せられました。

〇空き家・空き店舗、居住人口

の減少、少子高齢化が課題

トップ３

・年代や性別問わず「空き家・空
き店舗」「居住人口の減少」
「少子高齢化」を課題にあげる
方が多くいました。
・次いで「来訪者の減少」「商業
施設の減少」という結果になり
ました。
・「公共交通」や「医療・福祉
サービス」についても幅広世代
から回答がありましたが、こち
らは女性からの回答が多く見ら
れました。

〇空き家・空き店舗対策、移

住・定住や雇用促進に対す

る意見が多い

・Ｑ５の課題を受けて、重点的に
進めるべき取組みトップ３は
「空き家・空き店舗対策」「移
住・定住促進」「雇用促進」に
なりました。
・その他、高齢者からは「医療の
充実」や「高齢者・障がい者福
祉の充実」に対する意見が多く
出ましたが、若い世代（特に女
性）からは「子育て環境の充
実」や「街並み・景観整備」に
対する意見が多く出るなど、性
別や世代によって違いが見られ
ました。


